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 赤ちゃん大集合！ 
「きっず ぱあく in 明倫」をご存知ですか 

就学前の乳幼児とその保護者を対象に、元明倫幼稚園（室町通錦

小路上る西側）の遊戯室で、おもちゃで遊んだりみんなで歌をうた

ったり、手遊びをしたり絵本やお絵かきなどをしています。参加費

は無料、事前申し込みはいりません。毎月１回、朝の10時から 11

時半までの間、いつからでも参加できます。 

                                   

●
き
っ
ず
ぱ
あ
く
ｉ
ｎ
明
倫 

京
都
市
で
は
十
年
連
続
で
十
四
歳
以
下
の

子
供
の
数
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
中
京
区

で
は
三
年
連
続
で
増
加
し
、
平
成
十
三
年
度

に
は
三
八
一
人
増
え
ま
し
た
。 

明
倫
学
区
で
も
近
年
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
加

し
、
乳
幼
児
も
著
し
く
増
え
て
い
る
の
に
、

児
童
公
園
が
な
く
、
堀
川
通
り
の
東
側
に
は

児
童
館
や
保
育
所
も
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
稚
園

も
統
廃
合
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
現
状
に
、「
子
供
の
遊
び
場
が

ほ
し
い
」
と
い
う
お
母
さ
ん
た
ち
の
切
実
な

声
が
聞
か
れ
、
子
育
て
支
援
の
強
化
が
特
に

必
要
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
中
京
福
祉
事
務
所
子
ど
も
支
援

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
明
倫
自
治
連
合

会
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
十
二
月
か
ら
「
き

っ
ず
ぱ
あ
く
ｉ
ｎ
明
倫
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

◆ 

当
日
の
ス
タ
ッ
フ
は
、 

聚
楽
保
育
所
・
壬
生
保
育
所 

中
京
保
健
所 

中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会 

中
京
区
民
生
児
童
委
員（
主
任
児
童
委
員
） 

中
京
福
祉
事
務
所
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー 

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

の
方
々
二
十
名
以
上
で
す
。 

月
一
回
の
実
施
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
て
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
中
京
区
内
の

多
く
の
学
区
か
ら
毎
回
四
十
人
前
後
の
お
子

さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
（
明
倫
学
区
か

ら
は
五
～
十
二
人
）。 

参
加
は
、
ゼ
ロ
歳
～
四
歳
児
ま
で
で
、
ゼ

ロ
～
二
歳
児
が
全
体
の
二
十
～
三
十
％
を
占

め
て
い
ま
す
。 

◆ 

十
一
時
す
ぎ
か
ら
の
三
十
分
は
、
保
育
士

さ
ん
に
よ
る
手
遊
び
や
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
人
形
劇
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、

婦
交
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
な
ど
い
ろ

ん
な
催
し
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
子
育
て
の
こ
と
、
身
体
の
こ
と
、

地
域
情
報
の
こ
と
、
気
軽
に
な
ん
で
も
聞
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
母
さ
ん
方
で
作
る
子

育
て
サ
ー
ク
ル
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
是
非

お
こ
し
く
だ
さ
い
。 

※ 

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
（
子
供
と
家
庭
に

関
す
る
統
合
相
談
を
し
て
い
ま
す
） 

西
堀
川
御
池
下
る（
中
京
福
祉
事
務
所
内
） 

電
話
（
８
１
２
）
０
０
６
１
（
内
３
２
３
） 

 

明
倫
学
区
主
任
児
童
委
員 

北
川
五
月
七 

平
成
十
五
年
五
月
二
十
日
発
行 

明
倫
自
治
連
合
会
広
報
委
員
会 

 
 
 

発
行
部
数
１
４
０
０
部 

    
題字：槇村正直 

第４号 
03.5.20   

「
き
っ
ず
ぱ
あ
く
ｉ
ｎ
明
倫
」 

※ 

日
時  

毎
月
第
二
火
曜
日
午
前
十
時

～
十
一
時
半
（
７
月
、
８
月
を
除
く
）

※ 

場
所  

元
明
倫
幼
稚
園（
室
町
通
錦
小

路
上
る
西
側
） 

※ 

年
齢 

ゼ
ロ
歳
～
四
歳
児
ま
で 

※ 

持
参
品 

お
茶
、
着
替
え
、
下
敷
き
の

バ
ス
タ
オ
ル
な
ど 
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平
成
十
五
年
度 

自
治
連
合
会
総
会
開
催 

 

五
月
七
日
（
水
）
午
後
６
時
半
よ
り
自
治

連
総
会
が
芸
術
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

総
会
に
先
立
っ
て
中
京
消
防
署
よ
り
、
自

主
防
災
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
新
し
く

町
内
会
長
に
な
ら
れ
た
方
々
に
防
災
に
対
す

る
協
力
の
依
頼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

総
会
で
は
市
田
氏
（
炭
之
座
町
）
か
ら
会

計
報
告
が
、
伊
藤
会
長
か
ら
事
業
報
告
と
予

算
案
説
明
が
あ
り
、
各
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
民
生
委
員
の
北
川
氏
か
ら
「
キ

ッ
ズ
パ
ー
ク
ｉ
ｎ
明
倫
」（
別
項
参
照
）
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
本
年

度
事
業
計
画
の
三
本
柱
で
あ
る
、 

・｢

地
区
計
画
の
推
進｣ 

・｢

鉾
の
道
（新
町
通
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
）｣ 

・｢

明
倫
夜
話
の
座｣ 

に
つ
い
て
の
説
明
と
質
疑
応
答
が
あ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
し
て
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

文
責 

長
谷
川 

 ●
平
成
十
五
年
度
明
倫
自
治
連
合
会 

役
員
、
委
員
名
簿
（
自
治
連
本
部
、
市

政
協
力
委
員
以
外
は
会
長
等
の
み
） 

 
 ◆

自
治
連
合
会
本
部 

 
会
長 

伊
藤
祥
男
（
天
神
山
町
） 

 
副
会
長
・
会
計 

市
田
昌
生
（
炭
之
座
町
） 

 

副
会
長
・
総
務 

井
上
成
哉
（
三
条
町
） 

 

副
会
長 
吉
田
孝
次
郎
（
六
角
町
） 

 

副
会
長 
村
尾
和
子
（
西
錦
小
路
町
） 

 

◆
市
政
協
力
委
員
会 

 

委
員
長 

伊
藤
祥
男
（
天
神
山
町
） 

 

副
委
員
長 

井
上
成
哉
（
三
条
町
） 

 

副
委
員
長 

市
田
昌
生
（
炭
之
座
町
） 

 

副
委
員
長 

吉
田
孝
次
郎
（
六
角
町
） 

 

委
員
（
町
会
長
） 

 

 

・
五
藤
耕
之
助
（
西
錦
小
路
町
） 

 

・
八
田
正
博
（
炭
之
座
町
） 

 

・
中
村
隆
司
（
小
結
棚
町
） 

 

・
道
家
秀
明
（
観
音
堂
町
） 

 

・
野
田
安
信
（
天
神
山
町
） 

 

・
金
剛
君
子
（
菊
水
鉾
町
） 

 

・
松
田
秀
尾
（
占
出
山
町
） 

 

・
今
西
太
一
（
箏
町
） 

 

・
和
田
行
弘
（
手
洗
水
町
） 

 

・
大
畑
敏
秋
（
七
観
音
町
） 

 

・
中
島
正
博
（
饅
頭
屋
町
） 

 

・
井
上
英
明
（
骨
屋
町
） 

 

・
小
川
義
昭
（
烏
帽
子
屋
町
） 

 

・
上
野
小
一
郎
（
御
倉
町
） 

 

・
松
野
年
男
（
了
頓
図
子
町
） 

 

・
今
堀
栄
二
（
衣
棚
町
） 

 

・
沢
田
敬
二
（
釜
座
町
） 

 

・
後
藤
正
雄
（
三
条
町
） 

 

・
萬
木
昌
富
（
西
六
角
町
） 

 

・
中
村
喜
代
治
（
玉
蔵
町
） 

 

・
吉
田
孝
次
郎
（
六
角
町
） 

 

・
堀 

哲
郎
（
不
動
町
） 

 

・
木
村
正
之
（
百
足
屋
町
） 

 

・
川
島
義
明
（
姥
柳
町
） 

 

・
浅
見
儀
明
（
鯉
山
町
） 

 

・
村
中
正
明
（
山
伏
山
町
） 

 

・
水
島
正
広
（
橋
弁
慶
町
） 

社
会
福
祉
協
議
会 

 

会
長 

伊
藤
祥
男 

天
神
山
町 

 

◆
民
生
児
童
委
員
会 

 

会
長 

寺
江
信
子
（
六
角
町
） 

 

◆
共
同
募
金
委
員
会 

 

会
長 

伊
藤
祥
男
（
天
神
山
町
） 

 

◆
日
赤
奉
仕
団 

 

分
団
長 

平
井
佐
太
郎
（
橋
弁
慶
町
） 

 

◆
保
健
協
議
会 

 

会
長 

井
上 

清
（
釜
座
町
） 

 

◆
消
防
分
団 

 

分
団
長 

永
井
義
雄
（
西
六
角
町
） 

 

◆
防
犯
推
進
委
員
協
議
会 

 

支
部
長 

浅
見
儀
明
（
鯉
山
町
） 
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◆
少
年
補
導
委
員
会 

 
支
部
長 

島
田
喜
久
雄
（
百
足
屋
町
） 

 

◆
体
育
振
興
会 

 

会
長 
市
田
昌
生
（
炭
之
座
町
） 

 

◆
文
化
協
議
会 

 

会
長 

小
西
満
寿
子
（
百
足
屋
町
） 

 

◆
祭
事
委
員
会 

 

委
員
長 

中
尾
金
次
郎
（
天
神
山
町
） 

 

◆
平
安
・
八
坂
婦
人
会 

 

代
表 

木
村
十
重
子
（
骨
屋
町
） 

 

◆
遺
族
会 

会
長 

長
谷
川
ふ
み
子
（
百
足
屋
町
） 

 

◆
明
倫
婦
人
会 

 

代
表 

村
尾
和
子
（
西
錦
小
路
町
） 

 

◆
交
通
安
全
委
員
会 

 

委
員
長 

井
上
高
明
（
骨
屋
町
） 

 

◆
明
寿
会 

 

東
会
長 

中
島
敏
雄
（
鯉
山
町
） 

 

◆
身
体
障
害
者
会 

 

会
長 

作
道
利
彦
（
不
動
町
） 

 

◆
明
倫
自
主
防
災
会 

 

会
長 

伊
藤
祥
男
（
天
神
山
町
） 

 

◆
明
倫
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

 

委
員
長 

井
上
成
哉
（
三
条
町
） 

 

◆
明
倫
広
報
委
員
会 

 

編
集
委
員
長 

長
谷
川
明
（
釜
座
町
） 

    

●
明
倫
学
区
の
「
に
ぎ
わ
い
と

調
和
し
た
美
し
い
ま
ち
な
み
の

形
成
」
に
向
け
て 

 

今
年
の
四
月
か
ら
、
都
心
部
を
対
象
（
幹

線
道
路
沿
い
を
除
く
）
と
す
る
「
新
し
い
建

築
の
ル
ー
ル
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
昨
年
の
「
京
都
市
都
心
部
の
ま

ち
な
み
保
全
・
再
生
に
係
る
審
議
会
」
の
提

言
を
受
け
、
京
都
市
が
計
画
決
定
、
条
例
化

し
た
も
の
で
す
。 

提
言
で
は
、
都
心
部
の
ま
ち
な
み
の
あ
り

方
と
し
て
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
、
都
市
景

観
と
の
調
和
、
中
心
的
商
業
地
域
で
あ
る
こ

と
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆ 

新
し
い
建
築
の
ル
ー
ル
で
は
、
隣
地
の
通

風
、
採
光
条
件
等
の
改
善
や
、
ま
ち
な
み
を

整
え
る
た
め
、
建
物
の
高
さ
や
斜
線
規
制
が

強
化
さ
れ
、
斜
線
規
制
が
前
面
道
路
側
だ
け

で
は
な
く
、
隣
接
部
分
に
も
必
要
と
な
り
ま

し
た
（
右
下
の
図
参
照
）。 

ま
た
、
歴
史
的
景
観
（
町
家
な
ど
）
の
連

続
性
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
、
「
通
り
庇
」

「
軒
下
空
間
」
の
設
置
な
ど
を
求
め
る
「
美

観
地
区
」
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
都
心
部
で
は
良
質
な
「
に
ぎ
わ

い
」
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
俗
店
な

ど
の
建
築
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
定
規
模
以

上
の
共
同
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
の
一
階
部

分
に
は
店
舗
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。 

 ※
以
上
、
詳
細
は
京
都
市
都
市
計
画
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

こ
の
新
し
い
建
築
ル
ー
ル
の
施
行
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
明
倫
学
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
も
、
明
倫
学
区
の
「
地
区
計
画
」
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。 ◆ 

●
町
会
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

今
年
二
月
に
明
倫
学
区
二
十
七
町
の
町
会

長
に
「
各
町
内
の
実
態
」
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
回
答
い
た
だ
い
た
の
は
二
十
町
で
、
以

下
は
そ
の
集
計
結
果
で
す
。 

今
年
度
は
よ
り
詳
し
く
調
査
を
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
変
化
を
把
握
す
る
た
め
毎
年

こ
の
よ
う
な
調
査
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

                                   

都
心
部
の
ま
ち
な
み
保
全
・
再
生
へ
新
た
な
建
築
ル
ー
ル
施
行 

● 新しい高度地区で建築できる範囲 

<町会長へのアンケート調査結果>
　　実施時期：平成１５年２月　　
　　対象町数：２７、回答町数２０（解答率７４％）

いる(人数)
開催している

いない
していない

不明 備    考

１．小学生以下の児童    １１町(389名) ４町 ５町
２．独居の高齢者    １２町(45名) ６町 ２町 明寿会（６５歳以上）の会員は現在約１１０名
３．地蔵盆の開催      ９町 １１町 -
４．空き家の数 １４戸（２０町計） うち、維持管理されている：７戸、完全放置：４戸
５．マンション、事務所 分譲マンション：１１棟（４１７世帯）

賃貸マンション：８棟(130室以上)
事務所ビル：５６棟

６．町内会活動について 活発３、不活発７、普通１０ (町会長としての個人的な意見)
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第
三
回 

三
条
町 

町
内
で
収
蔵
す
る
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
応

仁
の
乱
後
、
町
内
に
住
む
伊
藤
道
光
と
言
う

租
税
収
納
を
司
っ
て
い
た
者
の
家
へ
、
豊
臣

秀
吉
が
京
へ
来
る
度
に
泊
ま
っ
て
い
た
。 

秀

吉
か
ら
大
金
ま
で
借
り
る
よ
う
な
関
係
で
あ

っ
た
。 

そ
れ
ゆ
え
か
明
治
時
代
ま
で
当
町
は
名
を

伊
藤
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

江
戸
時
代
、
今
の
「
八
幡
山
町
家
」
に
二

条
城
御
用
師
の
錺
職
で
あ
っ
た
藤
田
大
助
と

い
う
も
の
が
住
ん
で
お
り
、
寛
政
九
年
、
二

条
城
金
蔵
よ
り
四
千
両
盗
み
だ
し
た
。 

 

         

            

一
年
五
カ
月
後
に
大
助
の
犯
行
が
明

ら
か
に
な
り
、
四
千
両
も
無
事
に
帰
っ
て

き
た
が
、
大
助
は
獄
門
磔
に
な
っ
た
と
の

記
述
が
見
え
る
。 

ま
た
江
戸
時
代
、
町
内
に
は
禁
裏
御
用

医
師
荻
原
典
薬
少
将
の
屋
敷
が
あ
っ
た

（
現
在
は
紫
織
庵
と
し
て
残
存
）。 

三
条
町
は
、
祇
園
祭
で
は
後
祭
に
「
八

幡
山
」
を
出
す
山
鉾
町
で
あ
る
。
御
神
体

は
厨
子
入
り
の
応
神
天
皇
馬
上
像
。
堀
川

五
条
の
若
宮
八
幡
宮
よ
り
勧
請
し
た
も

の
で
あ
る
。 

巡
行
時
、「
お
山
」
の
鳥
居
に
は
左
甚

五
郎
作
製
の
双
鳩
を
掲
げ
る
。
八
月
末
日

に
は
お
社
前
で
、
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
御

神
官
を
迎
え
て
放
生
会
が
行
わ
れ
る
。 

「
八
幡
山
」
の
京
都
市
文
化
財
「
祇
園

祭
後
祭
屏
風
」
は
禁
裏
御
用
絵
師
、
海
北

友
雪
（
海
北
友
松
の
弟
子
）
の
作
で
、
山

鉾
町
唯
一
残
る
祇
園
祭
屏
風
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
祇
園
祭
時
に
し
か
公
開
さ
れ

な
い
。 

畑 

傳
兵
衛
（
琴
伝
） 

 

                                   

                                   

＜町会長へのアンケート結果（つづき）＞ 

 

７．自由意見（要約） 

○独持の文化的街区を持っている町は、自治体、住民とも相当な決意（不便さも伴う）を持って保存していく

姿勢が必要。当学区はその地域であったはず。もっと早くから取り組むべきであった。本気で取り組むなら、

一定の区域は高さ制限、景観にも厳しく対応し、既設のマンションも低層化を計るべき。大屋根に登れば五

山の送り火が見える‥‥それが京都にふさわしい景観である（まず不可能だが）。 

○国勢調査、寄付の集金など町内会長、市政協力委員には困難。 

○配付・展示物が膨大な数であり、期日の余裕がない。サイズを統一する必要がある。 

○（京都市審議会）の提言は絵空事、遅きに失している。実態、実情を認識して都市のあり方を考えることこ

そ肝要。防災面の矛盾、対策原資の論なしでは空論にすぎない。 

○自治連の活動に参加意欲がなく、義理で参加している。自発的参加は１％以下。 

○役員だけで企画するのではなく、横に広げて全部門の委員が一体となって意見を出し合えば、より協力も大

きく広がる。 

○マンションについて： 

①入居者からの働きかけないと住民の顔がみえない。マンション内住民でも同様。お互いの顔が見える機会を

多く作ること、町内の安全が確保できるまちづくり活動が必要。 

②町内の居住者を網羅できない。生活の本拠を他に移したり、貸したりしている場合もある。町内会の構成員、

運営にも問題が生じている。行政、町内会からの給付は受けていても奉仕的行為,義務は拒否される人もあ

り、処置が問われている。 

・巡行中の八幡山 
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連
載
シ
リ
ー
ズ 

明
倫
学
区
あ
の
頃
こ
の
頃 

第
二
回 

《
雛
祭
り
と
端
午
の
節
句
》 

最
近
は
「
明
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ

り
に
‥
‥
」
や
「
屋
根
よ
り
高
い
こ
い
の
ぼ

い
り
‥
‥
」
と
童
謡
で
歌
わ
れ
た
光
景
を
見

る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
家
庭
で
の

子
ど
も
が
主
役
の
行
事
は
誕
生
日
や
ク
リ
ス

マ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
は
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

核
家
族
化
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今

回
は
戦
前
の
節
句
の
風
景
を
と
り
上
げ
て
み

ま
し
た
。 

●
雛
祭
り 

現
在
、
雛
祭
り
は
三
月
三
日
を
桃
の
節
句

と
し
て
行
い
ま
す
が
、
戦
前
ま
で
は
旧
暦
で

行
な
う
の
が
一
般
的
で
、
四
月
三
日
に
、
女

の
子
の
い
る
家
で
は
お
雛
様
を
飾
り
、
娘
の 

健
康
と
幸
せ
を
祈
る
楽
し
い
行
事
と
し
て
行 

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
宅
の
お
雛
様

は
お
母
様
の
お
嫁
入
り
の
折
に
持
っ
て
来
ら

れ
た
も
の
と
の
こ
と
（
六
角
通
柳
馬
場
東
の

有
職
雛
人
形
司「
大
木
商
店
」の
も
の
の
由
、

さ
ぞ
か
し
格
調
高
い
名
品
だ
っ
た
と
想
像
出

来
ま
す
）。 

毎
年
三
月
二
十
日
頃
に
は
立
派
な
ひ
な
壇

も
出
来
上
が
り
、
４
月
３
日
頃
は
仲
良
し
の

友
達
を
招
き
、
お
母
さ
ん
の
心
尽
く
し
の
手

料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
レ
シ
ピ
参
照
）。 

そ
し
て
子
供
達
が
何
よ
り
楽
し
み
に
し
て

い
る
ひ
ち
ぎ
り
（
桃
の
節
句
の
頃
だ
け
和
菓

子
店
で
売
ら
れ
る
）
等
を
い
た
だ
い
て
、
招

か
れ
た
友
達
も
折
詰
め
の
お
土
産
を
貰
っ
て

帰
る
。 

‥
‥
と
言
う
よ
う
な
和
や
か
で
心
温
ま
る

ひ
な
祭
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

明
倫
学
区
で
は
現
在
で
も
豪
華
な
雛
人
形

を
お
持
ち
の
御
宅
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
最

近
は
飾
り
つ
け
を
し
な
い
よ
う
で
す
。
少
子

化
と
と
も
に
、
飾
り
付
け
や
後
片
づ
け
の
手

間
の
問
題
も
あ
り
そ
う
で
す
。 

●
端
午
の
節
句
（
子
供
の
日
） 

端
午
の
節
句
（
五
月
五
日
）
は
、
男
の
子

の
節
句
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
一
日
と
し

て
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。 

現
行
で
は
男
児
の
初
節
句
を
祝
う
た
め
の

行
事
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。 

 

 

 

五
月
人
形
と
い
え
ば
鍾
馗
様
（
厄
除
け
）

が
有
名
で
す
が
、
武
者
人
形
を
飾
る
よ
う
な

っ
た
の
江
戸
時
代
か
ら
と
の
こ
と
。 

古
く
は
神
武
天
皇
と
神
宮
皇
后
が
ス
サ
ノ

オ
の
尊
を
抱
い
て
い
る
人
形
（
取
材
し
た
お

宅
）
や
、
曽
我
兄
弟
、
義
経
と
弁
慶
、
坂
田

金
時
、
加
藤
清
正
な
ど
、
そ
の
時
代
の
流
行

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
柏
餅
は
母
性
を
、
チ

マ
キ
は
父
性
で
あ
る
剣
を
表
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

鯉
の
ぼ
り
は
明
倫
学
区
で
は
当
時
か
ら
住

宅
事
情
で
地
方
で
見
か
け
る
よ
う
な
立
派
な

柱
に
泳
い
で
い
る
よ
う
な
光
景
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
人
い
ん
た
び
ゅ
ー 

《
明
倫
学
区
に
住
ん
で
み
て
（
三
条
町
Ｋ

さ
ん
）》 

Ｑ 

明
倫
学
区
、
特
に
山
鉾
町
に
住
も
う
と

思
っ
た
の
は
？
。 

Ａ 

最
初
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
お
祭

り
へ
の
参
加
も
、意
外
に
も
敷
居
が
低
く
、

伝
統
の
お
祭
り
を
支
え
、
継
い
で
い
く
た

め
門
戸
を
広
く
空
け
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
し
た
。 

Ｑ 

住
ん
で
み
て
の
御
感
想
は
？
。 

Ａ 

最
初
は
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
も
反

対
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
と
肩
身
の
狭
い
思

い
は
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
町
内
は
の
ん
び
り
し
た

雰
囲
気
と
、
交
通
の
便
も
よ
く
、
繁
華
街

が
近
い
割
に
は
静
か
で
す
。 

ま
た
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
せ
ば
名
所
旧

跡
に
散
歩
で
行
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
も
な
く
、
楽
に
暮
ら
せ
る
と
こ
ろ
で

す
ね
。 

Ｑ 

将
来
の
明
倫
地
域
に
つ
い
て
は
？ 

Ａ 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
私
が
言
う

の
も
ヘ
ン
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
周
辺

の
建
設
騒
音
は
耐
え
難
く
、
東
山
北
山
も

見
え
な
く
な
っ
て
い
き
、
寂
し
い
で
す
。 

モ
ノ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
町
衆
の
気
骨
と
言
う
の
か
、「
心
」
を

伝
え
て
い
く
ほ
う
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

日
々
の
暮
ら
し
や
、
祭
り
の
行
事
を
き
ち
ん

と
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
、
新
し
い
人
々
に
も

伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

し
、
京
都
の
暮
ら
し
方
や
品
位
と
か
が
、
他

都
市
と
は
違
う
の
だ
、
と
言
う
と
こ
ろ
は
残

し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

 

雛祭りレシピ： 

○ばら寿司（酢飯にチリメン雑魚、

しいたけ､高野豆腐、ちぢみ麩の

具、金糸玉子、色取りとして紅生

姜と木の芽) 

○蜆のお汁、てっぱい、干鰈の焼き

物 

○白酒（大人のみ） 

○ひちぎり（小餅を杓子形に引きち

ぎったものに、丸めたきんとんを

のせた和菓子） 
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●
日
時 

平
成
十
五
年
三
月
九
日 

●
会
場 

嵯
峨
ニ
ッ
ク
ボ
ウ
ル 

●
主
催 

明
倫
体
育
振
興
会 

  体
振
恒
例
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。 

老
若
男
女
合
わ
せ
て
九
十
八
名
の
参
加
で
、

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方
々
も
多
数
加
わ
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
と
ボ
ウ
ル
を
投
げ
あ
い
、

あ
っ
と
い
う
間
の
三
時
間
で
し
た
。 

ス
ト
ラ
イ
ク
の
景
品
も
中
ご
ろ
に
は
無
く

な
り
、
皆
さ
ん
の
好
調
さ
が
窺
え
ま
し
た
。 

◆ 

※
男
子
優
勝
者
は
、
三
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
五

百
六
十
点
の
村
田
康
夫
さ
ん
（
西
錦
町
）、 

※
女
子
優
勝
者
は
、
同
じ
く
ト
ー
タ
ル
四
百

一
点
の
高
橋
敬
子
さ
ん
（
釜
座
町
、
二
年

連
続
） 

※
三
月
九
日
賞
は
、
ト
ー
タ
ル
ジ
ャ
ス
ト
三

百
九
十
点
の
吉
居
桂
一
さ
ん
（
骨
屋
町
） 

 

そ
の
他
、
跳
び
賞
、
九
の
付
く
賞
、
Ｂ
Ｂ

賞
な
ど
多
数
の
賞
品
が
参
加
者
に
当
り
ま
し

た
。 以

下
は
上
位
者
の
成
績
で
す
。 

（
取
材 

長
谷
川
） 

     

                              
     

明倫サークル活動紹介 
明倫学区には下に紹介するようなサークルがあります。関心のある方は

各サークル責任者にお尋ねください。 

 

種  目 練習日時 場  所 責任者 

ゲ ー ト ボ ー ル 
 

毎日曜日 9:00～12：00 
毎木曜日 19：00～ アートセンター・グランド 五藤（西錦小路町） 

221－5392 

硬 式 テ ニ ス 毎水曜日 13：30～16：00 
毎土曜日 13：00～16：30 アートセンター・グランド 市田（炭之座町） 

211－3536 

卓 球 毎火曜日 19：00～ 
毎土曜日 19：00～ 元明倫幼稚園遊戯室 市田（炭之座町） 

211－3536 

剣 道 毎木曜日 19：00～ 元明倫幼稚園遊戯室 市田（炭之座町） 
211－3536 

空 手 毎金曜日 19：00～ 元明倫幼稚園遊戯室 市田（炭之座町） 
211－3536 

コ ー ラ ス 毎月２回 水曜日 
  19：20～21：00  

元明倫幼稚園遊戯室 
会費 1000 円／月 

橋田（衣棚町）  
221－2377 

フォークダンス 毎月２回 月曜日 
  19：30～ 

アートセンター・フリースペース

(元体育館) 
会費 1000 円／月 

加瀬（釜座町）  
221－0682 

 

明
倫
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
成
績 

 ●男 子  
順位 氏 名 １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ ＴＯＴＡＬ 

1 村田康夫 213 180 167 560 

2 中島克利 174 170 197 541 

3 山内 篤 177 183 157 517 

4 山本 昇 170 159 182 511 

5 河合 明 147 178 148 473 

 ●女 子  
順位 氏 名 １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ ＴＯＴＡＬ 

1 高橋敬子 133 135 133 401 

2 太田 操 111 156 107 374 

3 吉川知子 118 118 136 372 

4 村田朱美 100 145 125 370 

5 吉居幸子 103 143 123 369 
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《
明
倫
祭
事
委
員
会
か
ら
》 

 

い
い
人
生
、
美
し
い
人
生
を
送
る
事
を
目
標

に
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
六
月
一
日 

十
時
～ 

八
坂
神
社
神
前 

毎
月
初
め
の
お
祭
で
す
。
明
倫
区
民
の

参
拝
す
る
日
で
す
。
除
難
招
福
に
ぜ
ひ

お
誘
い
あ
わ
せ
御
参
り
下
さ
い
。
お
供

え
は
学
区
で
し
ま
す 

 

●
七
月
一
日
～
三
十
一
日 

祇
園
祭 

山
鉾
巡
行
、
花
笠
、
お
神
輿
の
巡
行
な

ど
、 

※
お
届
け
し
ま
す
八
坂
神
社
の
平
成
十
五
年

下
半
期
の
行
事
表
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

●
十
月
二
十
二
日 

十
二
時
～ 

時
代
祭 

御
所
か
ら
平
安
神
宮
ま
で
時
代
行

列
、
明
倫
学
区
は
鎌
倉
時
代
に
参
加
し

ま
す
。 

桓
武
天
皇
の
千
二
百
年
祭
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
大
鳥
居
の
修
理
を
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
お
願
い
に
参
り
ま
し
た

節
は
ご
奉
賛
下
さ
い
ま
す
様
。 

明
倫
祭
事
委
員
会 

 

《「
明
倫
夜
話
の
座
」に
つ
い

て
》 

こ
こ
数
年
で
京
都
の
中
心
部
は
大
き
く
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。
小
学
校
は
統
合
さ
れ
、

校
区
は
広
が
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
一
番
身

近
に
あ
る
明
倫
学
区
の
こ
と
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
や
す
い
町
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ず
っ
と
お
住
ま
い
の
方
々
、
新
し
く
お
住

ま
い
に
な
ら
れ
た
方
々
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り

お
話
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
の
明
倫
を
考
え
る
た
め
に
皆
さ
ん
で
学

ん
だ
り
、
お
話
を
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。 

明
倫
の
歴
史
、
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い
て
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
を
お
招
き
し
て
夜

話
の
座
を
開
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

小
島 

 

《
明
倫
レ
コ
ー
ド
倶
楽
部
》 

今
で
は
巷
に
あ
ふ
れ
る
音
楽
の
渦
。
で
も

音
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ
百
年

ち
ょ
っ
と
し
か
時
が
経
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、

ご
存
知
で
し
た
か
？
。 

ボ
タ
ン
一
つ
で
何
で
も
操
作
で
き
る
こ
の

時
代
。確
か
に
便
利
だ
け
れ
ど
、飽
き
れ
ば
、

壊
れ
れ
ば
、
次
の
機
械
へ
、
新
し
い
機
械
へ

‥
‥
。 

確
か
に
悪
く
は
な
い
け
れ
ど
、
立
ち
止
ま

る
時
間
が
あ
っ
て
も
、
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。 自

分
の
大
好
き
な
曲
、素
晴
ら
し
い
名
曲
。

音
を
慈
し
む
ひ
と
と
き
を
、
ど
う
ぞ
。 

 ●
其
の
壱 

音
盤
こ
と
は
じ
め 

 
 

左
の
よ
う
に
開
催
し
ま
し
た
。 

・
日
時 

五
月
十
六
日(

金
） 

午
後
七
時
開

演 

・
会
場 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー 

講
堂 

・
司
会 

亀
村
正
章 

・
主
催 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー 

 

明
倫
レ
コ
ー
ド
倶
楽
部
の
最
初
の
集
い
で

は
、「
音
盤
こ
と
は
じ
め
」
と
題
し
、
蝋
管
か

ら
円
盤
へ
と
移
り
ゆ
く
音
の
記
録
を
た
ど
り

ま
し
た
。 

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
吹
き
込
み
レ
コ
ー
ド

は
、
蓄
音
機
で
再
生
、
電
気
吹
き
込
み
レ
コ

ー
ド
は
、
蓄
音
機
と
電
気
再
生
で
お
届
け
し

ま
し
た
。 

         ●
次
回
の
開
催
予
定 

  

次
回
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

・
日
時 

七
月
十
九
日
（
土
） 

午
後
二
時

開
演 

・
会
場 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー 

・ 

そ
の
他
の
詳
細
は
未
定
で
す
が
、
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。 

 

※ 

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
開
演
の
三
十
分
前

よ
り
開
場
い
た
し
ま
す
。 

※ 

な
お
、
受
付
に
て
お
茶
代
五
百
円
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
このページは、明倫学区内の催しの予定やできごとはもとより、その他の地域のことなどでも、皆さ

んが、明倫学区にお住まい・お勤めの方々に、是非ともお知らせしたいことを投稿いただくスペースで

す。お気軽にご投稿下さい。 
その他、明倫のまちづくりに関するご意見などもありましたら、どしどしご投稿下さい。また、この

「明倫ニュース」に関するご意見やご希望もお寄せいただきたいと思います。 
 

ご連絡先：長谷川 明（釜座町） （電話） ２２１―３７３７ （ＦＡＸ） ２２１―４４０６ 

                 Ｅメール kaigadou@mbox.kyoto-inet.or.jp 
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《
消
防
団
員
募
集
！
》 

 
●
明
倫
学
区
に
お
住
ま
い
の
方
へ 

私
達
の
ま
ち
の
消
防
団
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。 

祇
園
祭
や
、
町
家
な
ど
京
都
ら
し
さ
が

残
る
こ
の
地
区
の
団
員
が
大
変
不
足
し

て
お
り
ま
す
。
わ
が
町
我
ふ
る
さ
と
を

守
る
為
に1

人
で
も
多
く
の
ご
入
団
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
消
防
団
の
活
動 

※
月
に
二
回
（
五
日
、
二
十
日
）
の
巡

回
広
報 

※
祇
園
祭
特
別
警
戒
（
七
月
十
四
日
～

十
六
日) 

※
年
末
特
別
警
戒
（
十
二
月
二
十
五
日

～
三
十
日) 

※
査
閲
（
五
月
第
三
日
曜
日
） 

※
そ
の
他
（
防
災
訓
練
、
消
火
訓
練
等
）

年
二
、
三
回 

●
参
加
資
格 

※
明
倫
学
区
に
住
居
ま
た
は
勤
務
地
の

あ
る
人 

※
二
十
歳
以
上
で
あ
れ
ば
男
性
・
女
性

を
問
い
ま
せ
ん 

連
絡
先 

永
井 

（
二
四
一
）
一
九
八
一 

《
芸
術
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》 

 

●
六
月
十
四
日
（
土
） 

継
ぐ
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
２
２
「
仏
教
音
楽
」 

・
午
後
七
時
開
演
（
講
堂
） 

仏
教
音
楽
、
特
に
声
明
を
取
り
上
げ
て
お

送
り
し
ま
す
。 

・
料
金 

前
売 

千
八
百
円 

 
 
 
 

当
日 

二
千
円 

 

●
六
月
二
十
一
日
（
土
） 

音
楽
と
市
民
の
広
場
１
９ 

「
し
ぜ
ん
の
か

た
ち
」 

・
午
後
七
時
開
演
（
講
堂
） 

ひ
ょ
う
た
ん
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
の
皆

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
瓢
箪
で
つ
く
ら
れ
た

楽
器
に
よ
る
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。 

・
料
金 

前
売 
千
八
百
円 

 
 
 
 

当
日 

二
千
円 

 

●
七
月
三
日
（
木
）
～
九
日
（
水
） 

演
劇
「Jerico

２
―
エ
リ
コ
ー
」 

・
三
日 

午
後
七
時
半
開
演 

・
四
日 

午
後
七
時
半
開
演 

・
五
日 

午
後
三
時
開
演 

・
六
日 

午
後
三
時
開
演 

・
七
日 

午
後
七
時
半
開
演 

・
八
日 

午
後
七
時
半
開
演 

・
九
日 

午
後
三
時
開
演 

 

京
都
市
芸
術
文
化
特
別
奨
励
制
度
奨
励
者

の
内
田
淳
子
出
演
に
よ
る
２
人
芝
居
で
す
。 

砂
漠
に
囲
ま
れ
た
町
、
エ
リ
コ
（
実
在
都

市
）
に
向
か
う
一
人
の
女
と
傷
を
負
っ
た
一

人
の
男
の
物
語
。 

・
料
金 

二
千
五
百
円
（
全
席
指
定
、
各
回

六
十
席
限
定
） 

 

●
八
月
二
日
（
土
）
～
三
十
一
日
（
日
） 

夏
休
み
企
画
展
（
タ
イ
ト
ル
は
未
定
） 

・
十
時
～
二
十
時
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
・
南
、
大

広
間
） 

・
入
場
無
料 

 

〈
市
民
寄
席
〉 

●
七
月
三
十
一
日
（
木
） 

・
午
後
七
時
開
演
（
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
講

堂
） 

●
九
月
十
二
日
（
金
） 

・
午
後
六
時
半
開
演
（
京
都
会
館
第
二
ホ
ー

ル
） 

番
組
は
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

決

ま
り
ま
し
た
ら
ま
た
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
担
当 

島
津
梨
沙
） 

〒
６
０
４
―
８
１
５
６ 

 

中
京
区
室
町
通
蛸
薬
師
下
る 

山
伏
山
町
５
４
６
―
２ 

電 

話 

０
７
５
（
２
１
３
）
１
０
０
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
５
（
２
１
３
）
１
０
０
４ 

URL 
http://www.kac.or.jp/ 

 
《
高
倉
小
学
校
行
事
予
定
》 

 

●
四
月 

・
八
日 

前
期
始
業
式
・
入
学
式 

・
二
十
二
日 

六
年
生
、
修
学
旅
行
（
伊
勢
） 

 

・
二
十
八
～
三
十
日 
五
年
生
、
み
さ
き
の

家 

●
五
月 

・
十
三
日 

春
の
遠
足
（
予
備
二
十
二
日
） 

・
二
十
日 

授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

・
中
旬
～
下
旬 

二
年
生
、
田
植
え
（
山
科

グ
ラ
ン
ド
） 

●
六
月 

・
六
日 

プ
ー
ル
授
業
始
ま
り 

・
七
日 

休
日
参
観 

 
 

●
七
月 

・
十
七
日
～ 

夏
休
み 

●
八
月 

・
二
十
五
日
～ 

授
業
開
始 

●
九
月 

・
一
日 

避
難
訓
練 

・
九
日 

四
年
生
社
会
見
学 

・
二
十
日 

運
動
会 

・
二
十
六
日 

前
期
終
業
式 

・
二
十
九
日
、
三
十
日 

秋
休
み 

●
十
月 

・
一
日 

後
期
始
業
式 

 

以
上
の
よ
う
に
今
年
度
か
ら
前
期
、
後
期

の
二
学
期
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
休
み
等
の

変
更
が
あ
り
ま
す
。 

         
 

編
集
後
記 

ど
う
や
っ
た
ら
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら

え
る
か
、
目
に
と
ま
る
か
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
明
倫
ニ
ュ
ー
ス
発
行
以
来
、
一
年

が
経
ち
、
第
四
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
地
域
の

ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
川 


